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第 193 号 

２０１８年 ７月１７日 

発 行 者     

呉市医師会病院   

地域医療福祉連携室  

あ く せ す  

 

ｎｅｗｓ 

演題：「気管支喘息の基礎から最新の話題まで」 

講師：広島大学病院 呼吸器内科 高橋 広 先生 

日時：８月 2 日（木）19：00～ 

場所：呉市医師会館 4階 視聴覚教室 
※当日は軽食（カレー）を 

準備してお待ちしています。 

大雨が降り、これまで経験したことのないような災害が各地区で発生しています。 
微力ではございますが、当院も出来る限りの支援をさせていただく所存です。 
被災されました方々ならびに関係者の方々に、お見舞い申し上げますとともに、 
一日も早い復旧、復興を心よりお祈り申し上げます。 

 

肺機能検査装置  が新しくなりました！！ 

呼吸機能検査は、COPD（慢性閉塞性呼吸器疾患）に代表される呼吸器疾患の診断や治療の評価、 

全身麻酔による手術の際に術前検査としてよく行われます。 

この度、従来の装置に比べ検査が簡便にでき、より結果の正確性が上がった「CHESTAC-8900 

（チェスト株式会社）」に更新しました。 

結果用紙は、患者さんにもわかりやすい肺年齢を表示したものを含めて、2枚お届けします。 

対象の患者さんがいらっしゃいましたら、是非ご利用の程、よろしくお願いいたします。 

 

この度西日本を襲った「平成 30 年 7 月豪雨」により、呉市でも数十年に一度の記録的な 

予約受付先：生理検査室 

検査日時：月曜日～金曜日 １０時、１１時、１４時、１５時～ 

・胸部レントゲン 検査に必要なもの：診療情報提供書 

２２-２３２１（代表）内線１１４８ 

検査時間：①スパイロメトリー 約 15 分 ②全肺機能 約 30～40 分 

 

患者さんに検査方法

ガイダンスを見てい

ただきながら検査の

説明をすることによ

り、検査方法をわか

りやすく伝えること

ができます。 

 

 

努力性肺活量検査（FVC）の際に、

かわいいアニメーションが表示

されます。 

息を吐くとイルカが風船に近付

きます。息の勢いに合わせてイル

カの勢いも変わり、勢いが強いと

風船を割ることができます。 

 

 

検査結果は 
約２～３日後 
にお届けします。 



呉市医師会病院 地域医療福祉連携室 あくせす     http:/www.kure.hiroshima.med.or.jp/hp/ 

電 話 （０８２３）３２－７５７６（直通） 院 長  中塚 博文  ＭＳＷ 森下 香織   ＭＳＷ  菅原 淳子 ＭＳＷ  萩山 直子 

ＦＡＸ （０８２３）３２－７５０７      室 長 中間 千穂  事 務  中野 浩美  事 務 石坂 梨恵 
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平均入院患者数  平均病床利用率  平均在院日数 ※  紹介外来患者数  医療相談患者数  

107.1 人  51.7％  14.2 日  89 人  100 人  

● 医師会病院関係医師懇談会 報告（６月５日）● 

★6月 1日～6月 30日★ ※届出日数（地域包括ケア病棟、障害者病棟等を除く） 

 

医療安全対策講習会＆感染対策講習会《報告》 
◆ 6 月 27 日（水）◆ 

接遇研修に参加して 
 呉市医師会会員福祉事業として、6月 28日(木)と 7月 4日(水)に接遇研修会が行われ、

私は 7月 4日の「クレーム対応の心構え」に参加しました。研修では、クレームの種類や

対応のポイントだけでなく、クレームがあった時にどう受け止めるか、またその後の解決策

についても学びました。特に、「クレームとは組織の強み・弱みを知る機会であり、組織力

を高めた新たなサービスを生み出す可能性がある」という言葉が印象に残りました。 

また、対応する時の言葉の表現も大切ですが、患者さんの話を「聞く」のではなく、あら

ゆる面から『聴く』ことが大切であり、心から相手に誠実に対応することの大切さを改めて

感じました。今後は患者さんや家族の方に気持ちよくご利用いただくために、自分自身をさ

らに磨いて業務に努めて参ります。 

『サイバー犯罪の現状と 

広島県警察本部生活安全部 
サイバー犯罪対策課 警部補 

講師：金山 喜和 先生 

その対策について』 

『個人防護具について』 
～正しい着脱方法を 

 実践してみよう～ 

 

講師：森光 毅 先生 
感染管理認定看護師 

はじめに、全国的に増加しているコンピューターのネットワーク上で

行われる「サイバー犯罪」についての話があり、続いてツイッターなど

の SNS への投稿を利用して企業を実際に攻撃した犯罪の再現 VTR の

上映がありました。プライベートでのインターネット使用の危険性はも

ちろんのこと、業務上毎日使用している電子カルテやパソコンにも関わ

る内容で、参加者一同真剣な眼差しで視聴しました。 

患者さんや病院、また自分自身を守るために、むやみにプライベート

情報をインターネット上に書き込まないことを肝に銘じ、SNSを使用し

ている家族にも注意を促すなど、職員ひとりひとりがインターネットと

の関わり方を見直す必要があると改めて感じた有意義な講習会でした。 

これからも会員の先生方や患者さんに信頼していただける、安心・安

全な病院を目指してまいります。 

今回は手指衛生（手洗い）と合わせて感染対策におい

て重要となる手袋・エプロン・マスクなど個人防護具の

使用方法についての講習会でした。感染を最小限に止め

るためには正しい着脱方法が大切ですが、それに加えて

着脱の順番を守ることも重要であることを学びました。

日ごろから使い慣れている職員も、一つ一つ手順を確認

しながら実際に練習を行いました。 

 普段忙しいと何気なく行ってしまいそうな

手袋・エプロン・マスクなどの着脱ですが、患

者さんや自分たちを感染から守るために、学

んだことを現場で実践し、さらなる感染対策

に努めてまいります。 

６月 28日「見える気持ち」～ここに来て良かった～ 

7月 4日「クレーム対応の心構え」 

着用順序：手指衛生→エプロン→マスク→手指衛生→手袋 

外す順序：手袋→手指衛生→エプロン→マスク→手指衛生 


